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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年12月20日(2012.12.20)

【公表番号】特表2011-501463(P2011-501463A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-531008(P2010-531008)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月2日(2012.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソードと、アノードとを備え、且つそれらの間に発光層を有するＯＬＥＤデバイスで
あって、該カソードと該発光層との間に、７，１０－ジアリール置換フルオランテン核を
有し且つ該フルオランテン核と環化した芳香環を有しない化合物を含有する非発光性電子
輸送層をさらに備え、前記フルオランテン化合物が、式（ＩＩＩａ）又は式（ＩＩＩｂ）
：

【化１】

（式中、Ｒ2及びＲ4は独立して、水素又は６個～２４個の炭素原子を含有する芳香族基で
あるが、但しＲ2及びＲ4の両方が水素であることはなく、Ｒ2がＲと結合して環を形成す
ることもなく、Ｒは水素又は任意の置換基であり、且つｎ及びｍは独立して１～５である
）を有するＯＬＥＤデバイス。
【請求項２】
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　前記非発光性電子輸送層が、式（Ｖ）：
【化２】

（式中、Ｚ及び破線の弧は、２個～４個の原子及びリチウムカチオンを有する５員～７員
環を完成させるのに必要な結合を表し、各Ａは、水素又は置換基を表し、各Ｂは、水素又
は独立して選択されるＺ原子上の置換基を表すが、但し２つ以上の置換基が結合して縮合
環又は縮合環系を形成してもよく、ｊは０～３であり、ｋは１又は２であり、且つｍ及び
ｎは錯体の電荷が中性となるように独立して選択される整数である）に従う有機リチウム
材料を含有する請求項１に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項３】
　請求項１に記載のデバイス全体に電位をかけることを含む、発光させる方法。
【請求項４】
　請求項１に記載のデバイスを備えるディスプレイ。
【請求項５】
　前記非発光性電子輸送層が、追加の電子輸送材料として、多環芳香族炭化水素を含有す
る請求項１に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項６】
　前記非発光性電子輸送層が、追加の電子輸送材料として、式（Ｐ）：
【化３】

（式中、Ｒ1～Ｒ10は独立して、水素、１個～２４個の炭素原子を有するアルキル基又は
１個～２４個の炭素原子を有する芳香族基から選択される）に従うアントラセン誘導体を
含有する請求項５に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項７】
　カソードと、アノードとを備え、且つそれらの間に発光層を有するＯＬＥＤデバイスで
あって、
　（ａ）前記カソードと前記発光層との間に、７，１０－ジアリール－フルオランテン核
を有し且つ該核と環化した芳香環を有しない化合物を含有する非発光性電子輸送層を備え
、
　（ｂ）前記カソードと前記電子輸送層との間に配置され、有機アルカリ金属化合物を含
有する追加の層をさらに備え、前記フルオランテン化合物が、式（ＩＩＩａ）又は式（Ｉ
ＩＩｂ）：
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【化４】

（式中、Ｒ2及びＲ4は独立して、水素又は６個～２４個の炭素原子を含有する芳香族基で
あるが、但しＲ2及びＲ4の両方が水素であることはなく、Ｒ2がＲと結合して環を形成す
ることもなく、Ｒは水素又は任意の置換基であり、且つｎ及びｍは独立して１～５である
）を有するＯＬＥＤデバイス。
【請求項８】
　前記非発光性電子輸送層が、追加の電子輸送材料を含み、且つ前記追加の電子輸送材料
が、式（Ｐ）：
【化５】

（式中、Ｒ1～Ｒ10は独立して、水素、１個～２４個の炭素原子を有するアルキル基又は
１個～２４個の炭素原子を有する芳香族基から選択される）に従うアントラセン誘導体で
ある請求項７に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項９】
　前記非発光性電子輸送層が、式（Ｖ）：
【化６】

（式中、Ｚ及び破線の弧は、２個～４個の原子及びリチウムカチオンを有する５員～７員
環を完成させるのに必要な結合を表し、
　各Ａは、水素又は置換基を表し、各Ｂは、水素又は独立して選択されるＺ原子上の置換
基を表すが、但し２つ以上の置換基が結合して縮合環又は縮合環系を形成してもよく、ｊ
は０～３であり、ｋは１又は２であり、且つｍ及びｎは錯体の電荷が中性となるように独
立して選択される整数である）に従う少なくとも１つの追加の有機リチウム材料を含有す
る請求項７に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項１０】
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　前記有機アルカリ金属化合物が有機リチウム化合物である請求項７に記載のＯＬＥＤデ
バイス。
【請求項１１】
　前記有機リチウム化合物が、式（ＩＶ）：
　　（Ｌｉ+）m（Ｑ）n　　　式（ＩＶ）
（式中、Ｑはアニオン性有機配位子であり、且つｍ及びｎは錯体の電荷が中性となるよう
に独立して選択される整数である）に従うものである請求項１０に記載のＯＬＥＤデバイ
ス。
【請求項１２】
　前記有機リチウム化合物が、式（Ｖ）：
【化７】

（式中、Ｚ及び破線の弧は、２個～４個の原子及びリチウムカチオンを有する５員～７員
環を完成させるのに必要な結合を表し、各Ａは、水素又は置換基を表し、各Ｂは、水素又
は独立して選択されるＺ原子上の置換基を表すが、但し２つ以上の置換基が結合して縮合
環又は縮合環系を形成してもよく、ｊは０～３であり、ｋは１又は２であり、且つｍ及び
ｎは錯体の電荷が中性となるように独立して選択される整数である）に従うものである請
求項１０に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項１３】
　式（Ｖ）のＡ置換基及びＢ置換基が一緒になって追加の環系を形成する請求項１２に記
載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項１４】
　Ａ置換基とＢ置換基との間に形成される前記環が、Ａに結合した窒素に加えて少なくと
も１つのヘテロ原子を含有する請求項１３に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項１５】
　前記有機リチウム化合物が：
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【化８】
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【化９】
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【化１０】

【化１１】

から成る群から選択される請求項１２に記載のＯＬＥＤデバイス。
【請求項１６】
　カソードと、アノードとを備え、且つそれらの間に発光層を有するＯＬＥＤデバイスで
あって、
　（ａ）前記カソードと前記発光層との間に、７，１０－ジアリール置換フルオランテン
核を有し且つ該フルオランテン核と環化した芳香環を有しない化合物を含有する非発光性
電子輸送層を備え、
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　（ｂ）前記カソードと前記電子輸送層との間に配置され、フェナントロリン化合物及び
アルカリ金属又はアルカリ土類金属を含有する追加の層をさらに備え、
　前記フルオランテン化合物が、式（ＩＩＩａ）又は式（ＩＩＩｂ）：
【化１２】

（式中、Ｒ2及びＲ4は独立して、水素又は６個～２４個の炭素原子を含有する芳香族基で
あるが、但しＲ2及びＲ4の両方が水素であることはなく、Ｒ2がＲと結合して環を形成す
ることもなく、Ｒは水素又は任意の置換基であり、且つｎ及びｍは独立して１～５である
）を有するＯＬＥＤデバイス。
【請求項１７】
　前記金属がリチウムである請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記フェナントロリン化合物が、式（Ｒ）：
【化１３】

（式中、Ｒ1～Ｒ8は独立して、水素、アルキル基、アリール基、又は置換アリール基であ
り、Ｒ1～Ｒ8のうち少なくとも１つはアリール基又は置換アリール基である）に従うもの
である請求項１６に記載のＯＬＥＤデバイス。
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